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ヘッドライン　遠隔授業を考える
　2020 年春より，教育現場では新型コロナウイルス感染症対応に奔走する日々が続いてい
る。一斉休校の要請から始まり，対面での教育活動の自粛，教室や実験器具の消毒など，
日々新しいことと格闘してきた。現在は，中高では対面授業が中心，大学ではオンライン授
業と対面授業の併用が中心となりつつあるが，この先は新型コロナウイルスと共生しなが
ら，教育活動や研究活動を行っていくことになるものと考えられる。
　各学校現場で得た遠隔授業の取り組みやノウハウを共有資産とし，遠隔授業の優れた部分
をこの先も存分に生かしていくことが望まれる。今月のヘッドラインでは，中学や高校，高
専，大学それぞれにおける休校期間中の取り組みや課題，更には新たな活動や工夫などを紹
介する。
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次号ヘッドライン いまさら聞けなかった
「エントロピー」と「エンタルピー」

　聖光学院の設立母体であるキリスト教教育修士会は，1817 年，ジャン・マリー・
ロベール・ド・ラ・ムネ神父により，フランスに創設されました。その後，聖光学
院中学校は 1958 年 4 月，聖光学院高等学校は 1961 年 4 月に創立され，カトリック
的世界観から，「人格の尊厳と愛」の理念を掲げて今日の教育に至っています。
ミュージシャンの小田和正さんや宇宙飛行士の大西卓也さんなど，卒業生が様々な
方面で活躍しております。
　2017 年度には文部科学省からスーパーサイエンスハイスクールの指定を受けま
した。

表紙の言葉　聖光学院高等学校


